




















Online Social Support for Isolated International Students:  























































































【表 1 参加者】  
 ボランティア学生 留学生 留学生の日本語レベル 
春学期 32名（有志のみ）  32名（17か国） 初級 56%、中級 19%、上級 25%  
秋学期 42名（クラス活動） 44名（17か国） 初級 40%、中級 22%、上級 38% 
 
なお、コロナ禍で一時帰国した学生、途中で来日した学生もいたため、学生の所在地は































【表 2 トピックベースの例（中上級）】    【表 3 学習項目ベースの例（初級前半）】 
 トピック   学習項目 
１回目 自己紹介 自分のこと  １回目 自己紹介、習慣（起きます・食べます等） 
２回目 自分の家族や自宅の紹介  ２回目 動詞文（どこで何をするか）他 
３回目 自分の地元・国のこと  ３回目 誘い（ませんか）、Nがあります・います 
４回目 好きなメディア作品  ４回目 Nが好き(会話)他 
５回目 ジェンダー・恋愛観  ５回目 将来の話、可能（～ことができる） 
６回目 教育・貧困  ６回目 依頼、ルール、行き方 
７回目 人生のインタビュー  ７回目 家族（父は働いている）、経験 
























②母語でのメンタルサポート Cさん 韓国・初級前半 
③留学生と社会をつなぐサポート Dさん 中国・上級 
④進学サポート Eさん 中国・中上級 
Fさん 中国・上級 



































8 週目(11月前半）  
今週日本に来るみたいなので、日本になじんでもらえるといいなと思っています。 
 









ボランティアの Hさんは Aさんと Zoomだけでなく、LINEでも連絡を取りあい、隔離
期間中は困ったことがあれば連絡するように伝えていた。実際にホテル隔離中の時期に A
   来日  隔離  留学生活の開始 



















留学生 B     ： はい、ホテル、です。（中略）  
ボランティア I：どうですか。日本での生活は。日本で。 
留学生 B          ：日本で。 
ボランティア I：生活、あの、過ごしていて。（中略）過ごすって難しいですね 
（「過ごす すごす」とチャットに表示） 
How is your life in Japan? What is going on? 
留学生 B           ：過ごす・・。あの、so-soです。 
ボランティア I：そうですよね。まだ外にあまり行ってないですよね。 
留学生 B          ：あまり・・。 
ボランティア I：なんか、ステイホームみたいな。 
留学生 B          ：ああ 
ボランティア I：外に出かけていない。You are not going outside, right? 







かわからなかった。このため Iさんと以下のようなやりとりを Zoomでしている。 
 
【Zoomミーティング例①の続き】 
留学生 B   ：I have a question. How to say this in Japanese? 
         これは日本語で何ですか。（Bさんがビニール袋を見せる） 
ボランティア I ：袋、です。 
留学生 B   ：ほくろ 
ボランティア I ：ふくろ（チャットに「ふくろ」と入力） 
留学生 B   ：（チャットの字を確認する） 
ボランティア I ：コンビニとかで、袋、要りますか。 
留学生 B   ：あ～、袋。Every time, I go to コンビニ, and when I check the 




bill, the clerk （中略）asks me “do I need the bag?,” and actually don’t know what the 
clerk says, and I always say はい.    
ボランティア I ：あ～。OK。So, like, maybe like, 袋、要りますか。 
留学生 B   ：ふくろ 
ボランティア I ：I think theコンビニの人は「袋、要りますか」って聞きます。 
留学生 B   ： ah-ha, はい。 
ボランティア I ：袋、要らない、要らなかったら 
       （首を振るジェスチャーをしながら）要りません。 
留学生 B   ：要りません。 
ボランティア I ：要りません。袋、大丈夫です。要りません。 






































































【表 5 二人の交流トピック例】  
 ボランティア Kの国の紹介 留学生Ｄの国の紹介 
１回目 日本の将棋人気の理由  
２回目  中国の LGBTQ事情 
３回目 低下する日本人の漢字能力  
５回目  中国の人の幸福度 
６回目 日本人が桜が好きな理由  



































        今すごく危ない状況です。 
留学生 E   ：はい、私はニュースを見ました。この、あー、最近は、毎日 500以上の人の。 
ボランティアＬ：うーん、そうそうそう。（中略） 
留学生 E   ：私は大学のメールを見ました。この、レベル２、 
        今。私の（中国人の）友達が心配な、不安の感じ。 
ボランティアＬ：そうですね。僕たちもすごい心配で。大学もね、レベル 2だから。 
        東京都はすごく感染者が増えているんですけど、まだレベル２なので、大学に行ける 
状態なので、少し危ないなって思います。  
 





















































（下線は筆者による）   


















けなどが挙げられている（ファン 2005、永井 2012、村田・竹山・長谷川 2019）。本稿の
ボランティアのコメントでも、こうした学びや気づきは共通している。 
【表 6 ボランティアを通じて学んだこと（コロナ禍での気づきは後述）】  
 コメント 記述数 全記述中の割合 
1.  やさしい日本語の使い方、日本語の見つめなおし 43 28% 




4.  お互いの時間を合わせるための確認と調整 9 6% 








































【表 7 コロナ禍でのボランティアの意義】  
 コメント 項目数（合計 37） 
1.  人となかなか会えない中で、留学生と話ができてよかった 15（40%） 
2.  孤独を感じていた留学生の話し相手になれた 8(22%) 
3.  コロナに関する情報交換、学び合いができた 8(22%) 
4.  コロナ禍でも日本語を使う機会を提供できた 3(8%) 
5.  コロナ禍でも国際交流ができると気づいた 3(8%) 
 











































4 具体例は 3.1、3.2、3.4参照 









【表 8 留学生のコメント】  
 主なコメント 記述数 割合 
1.  話せて楽しかった・日本人と関わるよい機会だった 15 37.5% 
2.  日本語の学習に役立った 14 35% 
3.  日本のことが学べた・お互いの国のことが話せてよかった 8 20% 

























5 精神的サポート、進学、就職活動サポートの具体例は 3.2、3.4、3.5を参照。 
6 ていねいな日本語での対応に関する具体例は 3.1 参照。 
7 具体例は 3.3を参照。 
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